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抄録：本稿では，中学校技術・家庭科（技術分野）の授業における生徒の学習意欲や工具使用の自己スキル

意識および家庭や小学校におけるものづくりに関する経験について，京都教育大学附属桃山中学校の生徒を

対象に調査を行い分析と考察を行うことを目的とした。技術科の授業における生徒の学習意欲の状況は，女

子の「製作願望」因子の得点が高いことが分かった。また，２年生に比べて１・３年生の度合いが高く，意

欲に関する因子で有意差が認められた。さらに，ものづくり実習における工具使用の自己スキル意識の度合

は，２・３年生に比べて，１年生の方が「こわい」「苦手」という気持ちが強く，ほとんどの項目で有意差が

認められた。 
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Ⅰ．はじめに 

学校教育において授業は中核をなしており，重要な役割を担っている。これまで教師は「分かる授業の創造」

や「一人一人を生かす授業」を目指し，日々授業改善に努めている。北尾らは，授業を分かりやすくするために

は，教材や指導法を工夫することが何よりも大切であるが，それと同時に子どもの心理状態をよく知る必要があ

るとし，分かるという体験は，子どもの心理的体験であり，興味や理解力が大きく影響することを述べている。 

中学校技術・家庭科技術分野（以下，技術科）では「ものづくりなどの実践的・体験的な学習活動を通して，

材料を加工したり，エネルギーを合理的に利用したり，生物を育成したりするという生産・活動や，コンピュー

タを使った情報活用に関わる基礎的・基本的な知識と技術の習得を図ること」などを重視している。そして，「も

のづくりなどの実践的・体験的な学習活動を通して」とは，ものづくりなどの実習や観察・実験，調査等の具体

的な活動を通して学習するという，技術分野の特徴を示している。そこで，技術科の授業において実践的・体験

的な学習活動を行うものづくり学習において，教師が生徒のものづくり学習に関する経験や学習意欲，のこぎり

などの工具使用の自己スキル意識を把握することは重要と考えた。 

技術科の学習意欲に関する研究では，比嘉が，技術科担当教師を対象に，技術科の授業における学習意欲を高

める因子構造を調査している。そして，「活動させる」「容易にする」「準備する」「具体化する」「問答する」「ゆ

さぶる」の６つの因子を抽出し，これらの因子に関する具体的な働きかけを授業展開に取り入れることを示唆し

ている。また，加藤らは技術科全般における生徒の学習意欲の構造について明らかにしている。大國らは，技術・

家庭科及び理科の学習における達成動機についての検討を試みており，技術・家庭科の学習では，成功の重要性

の認識・達成志向の態度・主体性が重みのある要因であることを示唆している。さらに，森山は，「金属加工」

領域において生徒の学習意欲を構造的に把握し，「成就感・達成感への期待」「知的好奇心」「操作・活動への期

待」「学習の意義理解」の４因子を抽出している。題材および指導方法に関する学習意欲を高めるための授業改

善を試みている。 
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筆者らは，これまで技術科の授業における生徒の学習意欲の把握を目的とし，技術科の授業で用いる尺度構成

を行い，「製作願望」「支援要求」「挑戦的志向」「認知的葛藤」の４つの因子を抽出した。また，１単位授業時間

の学習意欲調査表を作成し，それを用いて生徒の学習意欲の推移や特徴を分析し，生徒への指導法について検討

してきた。 

本研究では，京都教育大学附属桃山中学校の生徒が中学校に入学するまでに，小学校や家庭でものづくり学習

に関連する内容について，どの程度経験しているかを調査した。そして，ものづくり学習に関する経験が，生徒

一人一人の学習意欲やものづくり実習における工具使用の自己スキル意識などにどのように影響しているか，関

係性や背景などについて分析と考察を行った。 

Ⅱ．調査の方法 

1．調査対象および時期 

京都教育大学附属桃山中学校の１年生 117 名（男子 57 名，女子 60 名）と中学２年生 130 名（男子 61 名，女

子 69 名），中学３年生 133 名（男子 64 名，女子 69 名）計 380 名（男子 182，女子 198）を対象に調査した。

調査時期は 2013 年７月である。 

 

2．調査内容 

ものづくり学習前の調査内容として，(1)技術科ものづくり学習における学習意欲， (2)ものづくり実習に対す

る意識，(3)工具使用の自己スキル意識，(4)家庭や小学校でのものづくり経験を把握する項目をそれぞれ設定し

た。 

(1)ものづくり授業における，生徒の学習意欲の傾向を把握するために，筆者らが作成した「ものづくり学習に

おける学習意欲調査票」を活用して調査した。そして，(2)ものづくり実習に対する意識,(3)工具使用の自己スキ

ル意識，(4)家庭や小学校での経験についての質問紙は,中井らの中学生の調理実習における自己効力に関連する

調査項目を参考に作成した。 

(2)については，技術科では実践的・体験的な活動を通して学習することを重視しているため，ものづくり実習

における生徒の意識を測定した。技術科のものづくり実習を生徒に実施させる上で重要であると考えられる８項

目について調査した。 

(3)については，ものづくり実習における工具使用の自己スキル意識を把握するため調査した。技術科ものづく

り学習および小学校図画工作等で使用する共通の工具から，認知度の高い工具である「のこぎり」や「げんのう

（金づち）」について，自己スキル意識を調査した。また，「きり」について認知していた児童は 32.6%であり，

「のこぎり 100.0%」や「げんのう（金づち）96.1%」の認知度と比較すると高くはないが，技術科ものづくり

学習において「下穴あけ」等で使用する機会が多いことから，同様に調査することとした。 

(4)については，生徒が中学校に入学するまでの家庭や小学校におけるものづくりの経験が，生徒一人一人のの

こぎり等工具使用にどのように影響しているか，関係性や背景などを明らかにするため調査した。 

 

3．手続き 

調査は 2013 年７月に，調査対象校の技術科担当教師が実施し，質問紙により，生徒に各自記入させる方法で

回答させた。 

中学１年生は，ガイダンスの授業を３時間既習しており，その指導内容は「技術の発達がもたらした生活や産

業の変化」「私たちの身の回りの様々な技術の種類」「技術の進歩と環境との関係」「技術の進歩と持続可能な社

会の構築」「ガイダンスのまとめ」である。これらの学習から中学校技術科の学習でどのような力をつけていく

かについて，３年間の見通しを持たせている。 

質問紙の回答はすべて４件法で答えさせ，調査後，各質問項目に対する回答に「そう思う」：４点，「どちらか

といえばそう思う」：３点，「どちらかといえばそうは思わない」：２点，「そうは思わない」：１点として数量化

した。    
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以上の項目と数量化については，教職経験 20 年以上の技術科担当教師３名で，内容と表現の妥当性を点検・

修正した。 

Ⅲ．調査結果 

1．技術科ものづくり学習における学習意欲 

「技術科ものづくり学習における学習意欲」の男女別得点

平均を図１に示す。学習意欲の「製作願望」因子で，男子に

比べ女子の得点平均が高く有意差が認められた。特に「製作

願望」因子を構成している項目５つのうち「自分の興味があ

る内容を学習するとき」「作品を作り上げたとき」の得点が

高い傾向を示している。辰野は，生徒が学習対象，あるいは

活動に興味をもつときに学習は積極的になり，その効果も大 

きいと述べている。このことから女子は，学習に対しての興 

味・関心が強く，作品を作り上げるなど，成功したいという

気持ちの強い傾向にあると推察される。 

次に，「支援要求」因子に注目すると，男女とも大きな差

がないことが分かった。先の研究から，公立中学校の生徒を

対象に調査した結果，「友人に手伝ってもらったとき」「作業

を先生が助けてくれたとき」など，「支援要求」因子の得点

平均が，男子に比べて女子が高く有意差が認められ，ものづ

くり学習において，友だちや先生に関わってもらいたいとい

う傾向があることが示された。このことについて田浦らは，

技術科の授業に対する態度を調査した結果から，女子は， 

作業や実習などの場面で他の生徒に頼る傾向がみられると

述べている。 

以上のことから，附属桃山中学校の生徒の傾向として，女

子の方が，学習に対しての興味・関心が強く，作品を作り上

げるなど，成功したいという気持ちが強い傾向にあり，他者

に頼ることなく自主的に学習することができる傾向にある

と考えられる。先行研究で調査した公立中学校と異なる結果

を示しているのは，附属中学校という環境が要因の一つと推

察される。 

そして，図２から「家庭や小学校におけるものづくりに関 

する経験」の得点を多経験群 （Ｇ：上位 25%）と少経験群 

（Ｐ：下位 25%）に分けると，「製作願望」「挑戦的志向」 

「認知的葛藤」の３因子で，多経験群の得点平均が高く，有 

意差が認められた。このことから，生徒が中学校に入学するまでに，家庭や小学校でものづくりに関して，たく

さん経験を積むことが，技術科ものづくり学習における学習意欲の高まりに影響していることが推察された。ま

た，ものづくり学習における学習意欲と家庭や小学校におけるものづくりに関する経験との間には相関関係が認

められた。 

次に，学習意欲の学年別得点の平均値を図３に示す。１・３年生の学習意欲が２年生より高く，ほとんどの因

子で学年間の違いについて有意差が認められた。 

 

 

図１ ものづくり学習における学習意欲（男女別）

図２ ものづくり学習における学習意欲（ＧＰ別）

図３ ものづくり学習における学習意欲（学年別）
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2．ものづくり実習に対する意識 

ものづくり実習における生徒の意識について男

女別では，図４に示すように，「友だちと協力する

のは楽しい」「準備から片付けまでが実習である」

の得点は，男子に比べ女子の得点が高く，有意差が

認められた。このことから，ものづくり実習におい

て作業を友だちと協力して行うことや，作業の準備

や片付けまでをものづくり実習と認識している意

識は，男子に比べ女子の方が高いことが分かった。 

次に，図５から「家庭や小学校におけるものづく

りに関する経験」の得点を多経験群（Ｇ：上位25%）， 

少経験群（Ｐ：下位 25%）に分けると，肯定的な

項目すべてで，多経験群の得点が高く,有意差が認 

められた。 

ものづくり実習における生徒の意識について学年別では，図６に示すように，「友だちと協力するのは楽しい」

「作業手順を考え製作できる」「準備から片付けまでが実習である」「実習を将来生活に生かす」の得点は，中学

２年生に比べ中学１・３年生の方が高く，有意差が認められた。このことは，技術科のものづくり学習における

学習意欲の学年別得点平均でも同様の傾向を示している。これらのことについて田浦は，技術科の授業に対する

生徒の態度について調査し，２年生という学年に中だるみの状態が見られ，学校生活全体に対して意欲が低下し

ているからと述べている。このことから，意欲や態度など情意的な側面として，中学２年生で得点が低下する傾

向が認められた。 

 

 

 

 

 

3．工具使用の自己スキル意識 

 小学校でも使用され，児童の認知度が高い「のこぎり」や「げんのう」，そして「きり」について，生徒の工 

具使用における自己スキル意識の集計結果から，以下の考察を行った。 

【のこぎり】 

 ものづくり実習におけるのこぎり使用に対する自己スキル意識の男女別平均を図７に示した。「のこぎりを使

うのはこわい」「のこぎりを使うのは苦手」「のこぎりで切るときまっすぐに切れるか心配だ」の項目について，

男子に比べて女子の得点が高く，有意差が認められた。このことから，女子の方がのこぎり使用の自己スキル意

図４ ものづくり実習における意識（男女別） 

図５ ものづくり実習における意識（ＧＰ別） 図６ ものづくり実習における意識（学年別）
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識の「こわい」をはじめ，「苦手」や「心配」など，の

こぎり使用における不安などの強いことが明らかにな

った。田浦らの，技術科の授業に対する態度を調査し

た結果から，工具や機械を使用して作業や実習を行う

場合，女子が敬遠する傾向が見られることを述べてい

ることと一致する。また，「のこぎりは慣れればこわく

ない」については，男女に差はなく，有意差も認めら

れなかった。 

 これらのことから，生徒はのこぎり使用の「こわい」

という気持ちを自覚し，実際に，のこぎりを使用する

ことにより不安が軽減していると考えられる。技術科

の授業において，安全に実習を行うために，教師が，

両刃のこぎりのしくみ，材料の固定，切りはじめ，切 

断，切り終わりなどについて工具の正しい使用方法を具体的に示し，個々の生徒に気を配りながら実習させるこ

とで，生徒の不安を軽減することができると考える。このことは，宇野らの製作学習における情意的意識の「工

具・機械を使うのはこわい」，「作業はおそるおそるする」の分析結果から，教師の指導により克服することが可

能なので，指導法の工夫が検討されなければならいと指摘していることと一致する。教師の指導のあり方として

は，課題を遂行する上で成功経験を体験させるだけでなく，失敗経験や不安および苦手意識などを次の成功に結

びつけるようにすることが大切である。 

図 8から「家庭や小学校におけるものづくりに関する経験」の得点を，多経験群（Ｇ）と少経験群（Ｐ）に分

けると，「のこぎりを使うのは苦手」「むねがどきどきする」の項目で，多経験群に比べて少経験群の得点が高く，

有意差が認められた。このことから，生徒が中学校に入学するまでに家庭や小学校におけるものづくりに関して，

たくさん経験をしている方が，のこぎり使用に対する，「苦手」意識の低いことが把握できた。また，「のこぎ

りを使うのはこわい」「のこぎりを使うと，けがをするのではないか」「慣れればこわいものではない」などの

項目では，有意差が認められなかった。さらに，「けがをするのではないか」という項目の得点は，多経験群が

2.51 で少経験群が 2.32 と，ものづくりの経験が多い少ないに関わらず，中学１年生の生徒にとって，のこぎり

使用において「けがをするのではないか」という不安を幾分持っていることが明らかになった。このことは，宇

野らが製作学習において恐怖や不安または苦手意識などは，人間本来誰しもが共通に持っているものであると指

摘していることと一致する。宇野らはさらに，製作学習において恐怖や不安または苦手意識などは，日常生活で

の機械や工具に対する経験の差からくると述べている。 

学年別では，図９に示すように「のこぎりを使うのはこわい」「のこぎりを使うと，けがをするのではないか」

などの項目では，中学２・３年生に比べ１年生の得点平均が高く，有意差が認められた。このことから，１年生

の方が工具使用に対して「こわい」「不安」という気持ちの強いことが分かった。 

 

 

図 7 のこぎり使用の自己スキル意識（男女別）

図 9 のこぎり使用の自己スキル意識（学年別）図 8 のこぎり使用の自己スキル意識（ＧＰ別）
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【げんのう】 

ものづくり実習におけるげんのう使用に対する自

己スキル意識の，男女別の平均得点を図 10に示す。 

ほとんどの項目で男女の差異は認められなかった。

唯一「まっすぐに打てないのではないか」の項目で男

子に比べて女子の得点が高く，有意差が認められた。

これらについては，げんのう使用における生徒に備わ

っている握力などの体力的な要素が影響して「まっす

ぐに打てないのではないか」という得点を高める原因

の一つとして考えられる。また，「慣れればこわいも

のではない」については，のこぎり使用と同様に工具

の正しい使用方法を具体的に示し個々の生徒に，気を

配りながら実習させる取り組みが必要である。 

図 11から「家庭や小学校におけるものづくりに関する経験」の得点を多経験群（Ｇ），少経験群（Ｐ）に分け

て比較すると，「げんのうを使って打つことができる」の項目で少経験群に比べて多経験群が高く，有意差が認

められた。しかし，他の項目では有意差は認められなかったことから，生徒が中学校に入学するまでの家庭や小

学校における，図画工作科や総合的な学習の時間などのものづくり学習において，経験を積んだためであると推

察される。そして，このことは，生徒が中学校に入学するまでの家庭や小学校におけるものづくり経験が多い，

少ないに関わらず，生徒のげんのう使用における「こわい」などの意識は低いと考えられる。 

図 12 から「げんのうを使うのはこわい」「げんのうを使うとけがをするのではないか」「まっすぐに打てない

のではないか」の項目で，２・３年生に比べ１年生の得点平均が高く，有意差が認められた。このことから，の

こぎりと同様に１年生の方が工具使用に対して「こわい」「不安」という気持ちの強いことが分かった。 

 

 

 

 

【きり】 

 ものづくり実習におけるきり使用に対する自己スキル意識の男女別の平均得点を図 13 に示す。すべての項目

において，多少の差異はあるものの男女間に有意差は認められなかった。 

図 14で「家庭や小学校におけるものづくりに関する経験」の得点を多経験群（Ｇ），少経験群（Ｐ）に分ける

と，「きりを使って穴をあけることができる」「きりを使うのは苦手」「まっすぐにあけられない」などの項目で

多経験群に比べて少経験群が高く，有意差が認められた。しかし，少経験群のきり使用において「苦手」意識を

持っているが，のこぎり使用において多経験群と少経験群に有意差が認められた「こわい」の項目で，きり使用

については，有意差が認められなかった。このことは，生徒が中学校に入学するまでの家庭や小学校におけるも

図 10 げんのう使用の自己スキル意識（男女別）

図 11 げんのう使用の自己スキル意識（ＧＰ別） 図 12 げんのう使用の自己スキル意識（学年別） 
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のづくり経験が多い，少ないに関わらず，生徒のきり使用

における「こわい」などの意識は低いと考えられる。 

 図 15 から「きりを使うのはこわい」「きりを使うとけが

をするのではないか」の項目で，２・３年生に比べ１年生

の得点平均が高く，有意差が認められた。このことから，

のこぎりやげんのうと同様に１年生の方が工具使用に対し

て「こわい」「不安」という気持ちの強いことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．学校や家庭におけるものづくりに関する経験 

「家庭や小学校での経験」の質問については,図 16に

見られるように，男女とも「小さいときものづくりをよ

くした」「ものづくりで失敗したことがある」「ものづく

りで先生からほめられた」「じょうずだといわれたこと

がある」「気に入っている作品がある」の得点平均が高

い傾向にあり，有意差は認められなかった。このことか

ら，男女とも中学校入学前に，家庭における工作や小学

校での図画工作科などでものづくりの経験をある程度

積んでいることが伺える。 

また，先生にほめられたり，友だちからじょうずだと

いわれたりして，ものづくりに対して肯定的な経験をし

てきたと考えられる。反面「ものづくりを家の人から 

よく教えてもらう」「ものづくりの手伝いをすると喜ば 

れる」の得点は低く，ものづくりを媒体にした家族とのふれあいの経験は少なく，現代の家族関係の傾向が伺わ

れたのではないかと思われる。有意差は認められないものの「ものづくりを家の人からよく教えてもらう」「も

のづくりで失敗したことがある」「ものづくりで先生にほめられたことがある」「ものづくりの材料を買いに行く 

図 13 きり使用の自己スキル意識（男女別） 

図 14 きり使用の自己スキル意識（ＧＰ別） 図 15 きり使用の自己スキル意識（学年別） 

図 16 学校・家庭の経験（男女別） 
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ことがある」の項目については，女子に比べ男子の得点

平均が高い傾向にある。このことから，小さいときのも

のづくりの経験は男女間に大きな差は見られないもの

の，ものづくりを家の人から教えてもらったり，ものづ

くりで失敗したりする経験は，男子の方が多い傾向にあ

ることが推察される。また，これまでのものづくり実習

では，男子の方が失敗経験を多い傾向にあるにも関わら

ず，工具使用に対する「こわい」「苦手」などの工具使

用の自己スキル意識は逆に女子の方が高いことが分か

る。つまり，男子の失敗経験は，その後の工具使用にお

ける「こわい」「苦手」などの意識に大きく影響してい

ないことが推察される。反面，女子は失敗経験が少ない

にも関わらず，工具使用における「こわい」「苦手」な

どの意識が高いことが示唆された。 

図 17に示すように「小さいときにものづくりをよくした」「失敗したことがある」の得点が全学年とも他の項

目より高い。このことから，中学入学前に，工作などのものづくりを多く体験していることが分かる。特に１年

生は２・３年生に比べ有意に高く，「ものづくりで先生からほめられた」「気に入っている作品がある」などの得

点平均も高い傾向にある。反面「ものづくりを家の人からよく教えてもらう」「材料を買いに行く」「あなたの家

ではものづくりをよくする」の得点は低く，ものづくりを媒体にした家族とのふれあいの経験の少ないことが推

察される。 

また，ものづくり実習に関する工具使用の自己スキル意識の「こわい」「苦手」の得点平均は，中学２・３年

生に比べ１年生の方が高い。このことから，２・３年生はこれまで，ものづくり学習で，のこぎりの使い方等に

ついて学習したことが，知識や技能の習得につながり，結果として自己効力が高まったものと考える。 

次に生徒が，のこぎり，きり，げんのうを使い始めた年齢を，図 19 に示す。５歳ぐらいから使用し始めてい

るが，小学校３年～５年（９歳～11 歳）くらいが，最も多い傾向にある。 

また，「学校や家庭におけるものづくりに関する経験」の得点を多経験群（Ｇ），少経験群（Ｐ）に分け，のこ

ぎりを使い始めた年齢を図 19 に示す。小さい頃にものづくりに関する経験が多い生徒の方が，ものづくり経験

の少ない生徒に比べて，のこぎり使用の年齢が早く，人数の割合も多いことが分かる。このことから，ものづく

りの経験をしていた方が，工具使用の自己スキル意識などが高まることから，年代に応じた工具を使用すること 

が必要であることが示唆された。このことは，げんのうやきりにおいても同様であった。 

 

 

 

図 17 学校・家庭の経験（学年別） 

図 18 学校・家庭の経験（のこぎり･きり･げんのう） 図 19 学校・家庭の経験（ＧＰ別） 
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Ⅳ．おわりに 

本研究では，京都教育大学附属桃山中学校の生徒が，中学校に入学するまでのものづくり学習に関する経験が，

技術科の授業における生徒の学習意欲やものづくり実習における工具使用の自己スキル意識などに，どのように

影響しているか，関係性や背景などについて分析を行った。その結果，次のような点が明らかになった。 

技術科の授業における学習意欲を男女別にみると，男子に比べ女子の「製作願望」因子の得点が高く，「支援

要求」因子は男女間に差がないことが分かった。このことから，女子の方が，学習に対しての「興味・関心」や，

作品を作り上げるなど「成功したい」の気持ちが強く，自主的に学習することができる傾向にあると考えられる。 

ものづくり実習における生徒の意識について，男女別では「作業を友だちと協力して行うこと」や「作業の準

備や片付けまでがものづくり実習である」の認識は，男子に比べ女子の方が高いことが分かった。そして女子は，

ものづくり実習において人との協調性を重視する傾向が強いことが示唆された。また学年別では，「友だちと協

力するのは楽しい」「作業手順を考え製作できる」「準備から片付けまでが実習である」「実習を将来生活に生か

す」の得点は，中学２年生に比べ中学１・３年生の方が高く，有意差が認められた。これは技術科のものづくり

学習における学習意欲の学年別得点平均でも同様の傾向を示しており，学校生活全体に対する意欲や態度など情

意的な側面として，中学２年生で得点が低下する傾向が認められた。 

ものづくり実習における工具使用の自己スキル意識として，のこぎり，げんのう，きりの使用について調査し

た。その結果，男女では，すべての工具において，「こわい」「苦手」などの項目で，有意に女子の得点が高く，

工具に対する「こわい」「苦手」などの意識が強いことが明らかになった。したがって，ものづくり授業では，

工具の正しい使用方法を具体的に示し，生徒の不安を軽減するような指導の工夫が必要である。そして，課題を

遂行する上で成功経験を体験させるだけでなく，失敗経験や不安および苦手意識などを次の成功に結びつけるよ

うにすることが大切であることが分かった。 

次に，工具使用の自己スキル意識を「家庭や小学校におけるものづくりに関する経験」の得点を多経験群（Ｇ：

上位 25%），少経験群（Ｐ：下位 25%）に分けると，のこぎり，げんのう，きりの使用において「できる」とい

う気持ちは，少経験群に比べて多経験群の得点が高く，有意差が認められた。また，工具使用における「こわい」

の項目で，のこぎりは，有意に少経験群の得点が高いことが認められたが，げんのう，きりについては，多経験

群・少経験群ともに「こわい」という意識の得点に有意差は認められなかった。さらに，げんのう，きりについ

ては，「苦手」意識はあるものの「けがをするのではないか」の項目では，すべての工具で有意差は認められな

かった。これらのことから，ものづくりの経験が多いほど，工具使用における「できる」という意識は強いとい

うことが分かった。そして，ものづくり経験が少ないと「苦手」という意識はあるものの，「けがをするのでは

ないか」という意識は，経験の多少に関わらず多経験群・少経験群に差がないことが明らかになった。 

学年別にみると，のこぎり，げんのう，きりの使用において「こわい」「けがをするのではないか」などの項

目では，中学２・３年生に比べ１年生の得点平均が高く有意差が認められた。このことから，１年生は工具使用

に対して「こわい」「不安」という気持ちが強いことから，授業の中で工具の正しい使用方法を具体的に示し，

生徒の不安を軽減するような指導の工夫が必要であることが示唆された。 

今後は，中学１年生がものづくり実習を終えた時期に再度調査を行い，生徒の変容を定量的に分析し，検証す

る予定である。 
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